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運動能を持った配{鬮子＝精子の進化

守田昌哉(種の多様性研究グループ｡2004年10月～2006年３月）

質が関係している｡興味深いのは､サンゴでは卵

による活性化に種特異ｌｌＩ生がある(Colletal，

1992;MoritaetaL,2006)のに対し､ナマコではな

いことである(MilleretaL1996)｡精子の鞭毛運

動の受精に果たす役割の大きさを､言後詳細に検

証してく必要が有る。

精子は､父型の半数体のゲノムＤＮＡを運ぶた

めの運動装置である｡精子の鞭毛運動は､卯へ到

達するために必要不可欠であるため､受精に至る

過程に大きな役割を担っている｡また､運動装置

である鞭毛軸糸の基本構造である９+２構造は、

頁核生物で高く保存されているが､鞭毛に結合し

ている運動調節に関わる酵素等は多様である

(lnaba2007)｡また､配|禺行動の進化に伴い、配偶

子を的確に卯へ到達させる変異＝適した鞭毛運

動を生み出す変異一は正の選択を受けたと予想

される(Birkhead＆Pizzarrl,2002人よって､受精

に有利になる運動能を獲得するための変異は､半

数体のゲノムを運ぶ精子という乗り物にのって次

世代に伝達する可能'|生が高い｡従って､精子鞭毛

は､基本構造を維持しながらも､多様な配偶行動

や外環境に適応するために､多様な|青報伝達機構

を獲得し､多様な運動性を持つに至ったと予想さ

れる｡私は､精子の運動'|'生の外環境に対する適応

と､配偶行動に対する適応を考察してきた。

証してく必
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多様な繁殖様式への精子鞭毛運動の適応

東アフリカのタンガニイカ湖に生息するカワス

ズメ科魚類(以下シクリッド)は､湖の閉鎖空間での

適応放散を経て多くの固有種に分化した｡その分

化過程の中で､これらシワリッドはユニークかつ多

様な配偶行動を持つように進化した｡中でも特筆

すべき点として､産卵行動の多様さがあげられる。

私はこの点に注目して､産卵行動と精子鞭毛の運

動性､そして精子を包む精しようタンパク質との関

連性について検討した｡その結果､1)多様な産卵

行動に応じて精子鞭毛の運動性は適応しているこ

と､２)精しようタンパク質の遺伝子および発現も、

それに付随して変異していることを発見した(図

ﾜ）=れけ禰子を巣に放出するｼｸﾘﾂﾄﾞ【精子を飲むシクリツ１１

種
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー
プ

Ⅳ

精子が急速に希釈されてしまう環境への精子

鞭毛運動の適応

サンゴやナマコ等の固看底牛牛物は､自由に動

けないために､受精の相手を選択することが難し

い､そのため配偶子である卯と精子を海中に放出

し(放卯放精型)､放出された精子と卯が出会うこ

とで受精がおこる｡しかし､受精に必要な精子濃度

を維持することは困難であり､そのために卵が精

子を活性化し誘弓|するメカニズムや､受精の種特

異性を生み出す仕組みが進化してきたと考えられ

ている｡申請者は､ミドリイシ属サンゴとナマコに

おいて卵による精子の活'|生化および誘弓|を発見し

た(図1)｡サンゴおよびナマコの精子は､海中に希

釈しただけでは遊泳しないが､卵近傍で遊泳を開

始し､鞭毛打を変化させ卯へ遊泳する｡この鞭毛

運動の活'|'生化には､卯から分泌される親水I|生の物

2)｡これは、

産卵行動の

進化が､精

子の鞭毛運

動に関わる

遺伝子の進

化を促す原

動力になっ

ていること

を示した初

めての報告

例である。
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産卵行動の進化が遺伝子の進化の原動力になった。
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